
■人口 312,127人［４月末日現在（前年比−390）］ ■火災件数 10件［４月分（前年比＋７）］ ■交通事故件数 901件［４月分］

６月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、ＪＲ四日市駅周辺の活性

化について話したいと思います。
中心市街地の中でも、ＪＲ四日市

駅周辺は、時代の流れとともに賑
わいがだんだんと失われていきま
した。駅前広場をＪＲと市が部分所
有していることなど、さまざまな
事情があり、これまで、なかなか
活性化の方法が見い出せない状況
が続いてきました。
しかし、最近、駅前広場で毎月

４日に定期市が開催されるように
なりました。先日訪れてみたら、
ミニコンサートも開催されるマー
ケットで、市内外の生産者やお店、
料理人と消費者が楽しく交流しな
がら買い物をしていました。その
場で食べるスペースもあり、今後
は市も関わって、公民連携で活性
化の仕組みができないか検討した
いと考えています。
一方、隣接する本町通り商店街

では、地元の高校生とのコラボで
イベントが開催されたり、ＮＰＯ
による買い物ツアーが実施された
りしています。
市としては、ＪＲ駅のエレベータ

ー設置が完了したこともあり、ＪＲ
東海とも協議しながら、新たな活
性化策を模索し、魅力ある交流拠
点づくりに取り組んでまいりま
す。

ＪＲ四日市駅周辺の活性化

四日市市長
田中 俊行

みえ水素ステーション四日市

先日、燃料電池自動車に、燃料となる水素を供給
する三重県第一号の水素ステーションが、市内にオ
ープンしました。水素は、燃焼させると酸素と結び
ついて水になることから、ＣＯ2を出さないクリーン
なエネルギーであり、コンビナートの副産物として
も発生します。

本市としては、こうした条件も生かしつつ、未来
に大きな可能性を秘めた水素という新エネルギーを
活用し、企業と協働で新たな事業の構築を研究して
いきます。自動車に限らず、水素が私たちの生活に
とって身近な存在となる日もそう遠くないことか

ら、今回の水素ステ
ーションの設置を契
機に、本市が、来た
るべき水素社会の先
駆けとなれるよう、
積極的に取り組んで
まいります。

ジュニア・サミットin三重

伊勢志摩サミットに先駆けて、Ｇ７の高校生28人
が集うジュニアサミットが開催され、「四日市公害
と環境未来館」が視察先として選ばれました。

公害の歴史や教訓とともに、きれいな空気や青空
を取り戻した環境改善の取り組みを情報発信する施
設として、「次世代につなぐ地球〜環境と持続可能
な社会」という討議のテーマにぴったりマッチして
いることが外務省に評価されたものです。

私から本館設立の意義を説明した後、館内を熱心
に見学してもらいました。人間にとって環境がいか

に大切か、環境を守
りながら、経済を発
展させるためにはど
うしたらいいか、高
校生たちの議論の材
料を十分に提供する
ことができたと思っ
ています。

ＪＲ四日市駅前広場で開催されている
「四日の市」（毎月４日に開催）

みえ水素ステーション四日市
（住友電装・四日市物流センター内）

廃棄物の削減の必要性
について説明


